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神経機能学分野 
論文 

A 欧文 
A-a 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

篠原一之・教授 編集幹事 長崎医学会雑誌 

篠原一之・教授 評議員 日本生理学会 

篠原一之・教授 評議員 日本内分泌学会九州地方会 

篠原一之・教授 長崎県公立学校教職員復職審査会・委員 長崎県教育委員会 

 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

篠原一之・教授 聖路加国際大学 基盤研究（A） 分担 テーラーメイドな出産・育児を促進するオキ

シトシン活性化プログラムの開発と普及 
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篠原一之・教授 文部科学省：科学研究費補助金 基

盤（C） 
代表 ASD 独立症状の重症度を規定とする遺伝子

×環境相互作用の解明：欧州との 2国間比 

土居裕和・講師 文部科学省：科学研究費補助金 基

盤（C） 
代表 神経生物学的アプローチによる「自己顔認知

能力」発達過程の包括的解明 

土居裕和・講師 公益財団 法人金原一郎記念医学

医療振興財団 
代表 オキシトシンと恐怖症重症度との関連性に

ついての行動遺伝学的研究 

土居裕和・講師 昭和大学発達障害医療研究所 代表 非接触型自律神経活動計測に基づく AＳＤ

情動反応非定型性客観的評価技術の確立 

土居裕和・講師 基盤研究（C）一般 分担 生体・表現情報に基づく青年期発達指数の定

量化及び区分化 

樽見 航・助教 日本学術振興会 若手研究 代表 嗅覚コミュニケーションに起因した父子間

社会的絆形成モデルの包括的解明 

篠原一之・教授 ユニ・チャーム株式会社 触感評価技術の紙おむつ素材開発及び商品

有用性への応用 

篠原一之・教授 日本香堂 香木の香りが心身に及ぼす影響の評価に関

する研究 

 
特 許 
氏名・職 特許権名称 出願年月日 取得年月日 番号 

篠原一之・教授 
松永昭一・教授 

乳児の情動を判定する方法、そのための装置

とプログラム 

 2009 年 
7 月 23 日 

特許第 5099711 号 

青木豊 
篠原一之 
横井利和 

診断及び保育支援システム  2012 年 
2 月 24 日 

特許第 4931447 
 
 

篠原一之 
松永昭一 

乳児の情動を判定する方法、そのための装置

とプログラム 

 2012 年 
10 月 12 日 

特許第 5099711 号 
 
 

篠原一之・教授 
諸伏雅代 

・大学院生 
西谷正太・助教" 

プロジェステロンの変化に伴う不快症状の

改善用組成物、及びその芳香治療組成物、並

びに芳香治療用具 

 2012 年 
10 月 26 日 

特許第 5116942 

篠原一之・教授 
土居裕和・講師 
西谷正太・助教 

"エストロジェン分泌増進用組成物、及び 

その芳香組成物、並びにその芳香用具" 

 2016 年 
4 月 22 日 

特許第 5923468 

篠原一之・教授 
土居裕和・講師 
西谷正太・助教 

エストロジェン及びテストステロン分泌増

進用組成物、及びその芳香組成物 

 2016 年 
4 月 22 日 

特許第 5923469 

篠原一之・教授 
土居裕和・講師 
菊野雄一郎・助教 

女性における各月経ステージに対応する集

中力向上・衝動性低下の作用を有する芳香組

成物 

2016 年 
12 月 27 日 

 特願：2016-254511 

篠原一之・教授     
菊野雄一郎・助教  
土居裕和・講師 

男性の衝動性抑制及びリラックスの作用を

合わせ有する芳香組成物 

2017 年 
4 月 18 日 

 特願：2017-081800 
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篠原一之・教授 
 
 

女性用のエストロジェン分泌を増進させる

エストロジェン分泌増進用組成物、芳香治療

用入浴剤、芳香治療用食品、及び、芳香治療

用具 

2017 年 
11 月 22 日 

 特願：2017-224821 
 
 

篠原一之・教授 女性用のテストステロン分泌を増進させる

テストステロン分泌増進用組成物、芳香治療

用入浴剤、芳香治療用食品、及び、芳香治療

用具 

2018 年 
7 月 6 日 

 特願：2018-129472 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

篠原一之 教授 新たな健康戦略としての「機能性香料」の提

案 
一般社団法人 科学技術と経済の会 

篠原一之 教授 第 57 回「子育て講演会」 
自閉症と思ったら違っていた 自閉症とは

思ってもいなかったが大人になったら気が

ついた 

NPO 法人京都チャイルド・トラスト 

篠原一之 教授 ラウンドテーブルディスカッション 座長 
香りとホルモンより元気にすごすために 

第 17 回日本更年期と加齢のヘルスケア学会 
第 6 回日本サプリメント学会  

土居裕和 講師 生理学 Ⅱ 長崎医療技術専門学校 

樽見 航 助教 ヒトフェロモンの探索 人と象の共通した

匂い成分に着目して 
長崎耳鼻咽喉科医会総会 
日本専門医機構共通講習会 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

篠原教授・教授 香りの効用 家庭画報 2018/11 知的財産の技術移転 

 


